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軟Ｘ線発光分光は、光を励起、検出源とするために深いプローブ長（100nm~1µm）を
有し、電場、磁場の影響を受けない、絶縁体を含むあらゆる試料で測れる、元素選択性、

軌道の対称性、スピンに対する選択性があるなどの特長を有し、共鳴励起や偏光相関など

実験技術の進歩と相俟って、物性を評価するツールとして急速な進歩を遂げている[1]。特
にここ数年の間の分解能競争により、従来を数倍～一桁超えるエネルギー分解能を目指し

た開発が国内外で本格化[2-6]し、測定の対象も 100 meVを切る固体内素励起から、液体の
電子状態観測と構造予測や触媒反応の電子状態観測の可能性へと広がってきている。 
本講演では、SPring-8 東京大学放射光アウトステーション BL07LSUにて 2010年 4月

より運用を開始した超高分解能軟Ｘ線発光分光装置の性能について紹介する。当分光器は、

分解能 E/ΔE~10000で固体、溶液、燃料電池触媒などの電子状態を測定することを目的と
して建設され、すでに一部が共同利用に供されている。エネルギー分解能が検出器の位置

分解能により制約されていた従来の問題を、分光器を大型化することにより解消し、大型

化に伴う収差拡大の問題を収差補正駆動軸を追加することにより解消した[6]。講演では、
さらなる高分解能化に向けた課題を提示し、共同利用に向けた取り組みについて紹介する。 
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